
 

  
 

場所 日にち 時間 

金田コミュニティセンター 

6月３日（水） 

10:30～11:00 

老蘇コミュニティセンター 11:30～12:00 

フレンドマート安土店 1３:30～1４:00 

サン・ビレッジ近江八幡 14:30～15:00 

フレンドマート八幡鷹飼店 15:30～16:00 

武佐コミュニティセンター 

６月 4日（木） 

9:30～10:00 

馬淵コミュニティセンター 10:30～11:00 

北里コミュニティセンター 11:40～12:10 

島コミュニティセンター 

6月 5日（金） 

9:30～10:00 

桐原コミュニティセンター 10:30～11:00 

岡山コミュニティセンター 11:30～12:00 

 
〔近江八幡図書館〕 

〈電話〉0748-32-4090 〈FAX〉0748-32-4099 

開館時間：午前 10時～午後 6時 

 

〔安土図書館〕 

〈電話〉0748-46-6479 〈FAX〉0748-46-6591 

開館時間：午前 10時～午後 6時 

ホームページも 

ご利用ください！ 

□…近江八幡館休館 ○…安土館休館 ■…両館休館 

170号 

gou 

≪移動図書館巡回日≫ 

〇あなたにとってのロックとは？ 
６月９日はロックの日。音楽の関する本や、自分らしい生き方の

本、かっこいい本などを集めています。あなたにとってのロックを考え
てみませんか。 
 
〇時短？じっくり？あなたはどっち派？ 
ショート動画や時短料理など、短いものに注目されることが多いか

もしれません。でも、じっくり時間をかけることでしか味わえないことも

あるかもしれません。 

【今月の展示】 



図書館の本棚より 

イスラム革命後のイラン・テヘランで、ヴェールの着用を 

拒否したことから大学を追われた著者は、女学生を自宅に招き、秘密の読

書会を開きます。そこで取り上げたのは、ナボコフの『ロリータ』や、オ

ースティンの『高慢と偏見』等、イランでは禁じられていた文学でした。 

 革命後のイランは、イスラム原理主義のもと、生活の隅々まで当局の監

視が及ぶ一種の全体主義社会であり、とりわけ女性は自由を奪われ、厳し

い道徳や規律が強制されました。秘密の読書会は、抑圧された女性たちに

とって、ささやかながら懸けがえのない避難場所となっていきます。 

 読み進めるうちに、彼女たちにとってテヘランで生きることの現実と

「ロリータ」がいかに密接に結びついているかに気づかされ、驚かされる

とともに、彼女たちが文学を読む切実さ、そして、過酷な状況の中で文学

が人を支える力の大きさに心打たれます。（但田） 

 

 

 

 

タイトル 著者 出版社 

ママがロックンロールし

てたころ   
東山 彰良 集英社 

もののけエマノン  梶尾 真治 徳間書店 

大阪ウェットランド   服部 倫 光文社 

物語のある民族衣装  淵 エクスナレッジ 

電波天文学入門   高桑 繁久 森北出版 

「描く」を仕事にする  lack KADOKAWA 

ポアロの部屋はなぜモダ

ン?   

菅 靖子 彩流社 

お守り短歌アンソロジー

わかれる  

青松 輝 KADOKAWA 

いじわるな日本語  産経編集センター

校閲部 

産経新聞出版 

推しは香港に在り   紅水蜜桃 早川書房 

水野英子のすてきな冒険 水野 英子 中央公論新社 

炊飯器で世界をめぐる「ハ

テナ丼」の旅   

佐藤 賢一 新評論 

料理とデザートのための

パーツ図鑑 183  

柴田書店 柴田書店 

時間とは何かという問いに対してはっきりとした答えは 

ありません。なぜなら、時間は目に見えるものではないし、 

自由に止めたり動かしたりできるものでもないからです。人々はそんな時

間を時計や暦を使って目に見える形で表そうとしてきました。しかし、時

間は時が経つにつれ少しずつずれが生じるので、時計や暦はその時々に合

わせたものが使われています。 

時間は誰にでも共通して流れているものですが、人によって感じ方が異

なります。それは、それぞれに自分だけの固有時間を持っているからだと

考えられています。本書ではそんな時間の不思議について科学・宇宙・歴

史など様々な視点から詳しく解説しています。（草野） 

（草野） 

『時間とは何か』    池内了／著 （筑摩書房） 

新しく入った本 

新しく入った本の中から、一部を紹介します。 

貸出中の本は、予約していただけます。図書館のカウンター、館内検索機、

電話、FAX、ホームページでお申込みください。 

 

『テヘランでロリータを読む』 

アーザル・ナフィーシー／著（河出書房新社） 


